
学校番号 ３００７ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 教養国語 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材 パスポート国語必携 国語常識の演習と確認 三訂版(桐原書店) 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人になるにふさわしい言葉の知識と漢字力・語彙力を身に付けることを心がけてください。 

・古典の名文を読解することによって、一般教養としての古典の素養を身につけてください。 

・古典の敬語表現について正しい知識を持つことによって、日常生活で使われている敬語を理解し、 

話せるようになってください。 

・古典の文章に接し、そこから現代に通じる思想・生き方を学び取ってください。 

 

２．学習の到達目標 

・漢字・語彙・言葉の知識を高め、文章を読解する力を身につける。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育む。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 話す・聞く能力 c. 書く能力 d.読む能力 e. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

総合的な国語の力

(漢字・語彙力)の向上

を図るとともに、国

語で表現する力・伝

え合う力を進んで高

めようとしている。 

 

目的や場に応じて効

果的に話し、的確に

聞き取ったり話し合

ったりできる。また、

相手や目的、意図に

応じた適切な文章を

書き、自分の考えを

まとめている。 

目的や意図に応じた

適切な文体や表現を

選択し、自分の意見

を文章にまとめられ

る。 

 

文章を的確に読み

取り、その内容に関

して考えを深め、自

分の意見を発表で

きる。 

 

言葉の決まりや役割

などについての理解

を深め、知識を身に

付けている。文章の

背景となる歴史や社

会の知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

 

 

行動の観察 (発表の

内容・態度の評価) 

 

記述の確認と分析

(プリント教材・原稿

用紙) 

記述の確認と分析

(プリント教材・原

稿用紙) 

行動の観察 

記述の確認 (プリン

ト・問題集) 

記述の点検 (プリン

ト・問題集) 

 

 定期テスト 

小テスト 

 

定期テスト 

小テスト 

定期テスト 

小テスト 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. e. 

１
学
期 

パ

ス

ポ

｜

ト

国 

語

必

携 

  

基

本

編 

・ 

発

展

編 

 

漢字の読み書き・ 

訓読み・ことわざ・ 

同音異義語・対義語・ 

慣用表現・類義語・ 

故事成語・四字熟語・ 

送り仮名・口語文法・ 

同字異訓・同訓異字・ 

古典文学史・敬語・ 

古典常識・時事用

語・カタカナ語・難

読語・類似の漢字・

名言・ 

新聞記事 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ:読み、書き、ことわざ、四字熟語

などの基礎的な語彙力を高めて、国

語常識の知識を身に付けようとし

ている。 

 古典文学史・古典常識を学び、古典

文章の背景となっている歴史や背

景を理解する基礎力を養う。 

 新聞記事を読み解き、最近多用され

ている時事用語・カタカナ語に関す

る知識を身につけようとしている。 

b:a の基礎知識を確実なものに出来て

いるか、自己 PR や志望動機を作文 

 して発表する。また、書き上げた作

文について意見交換をする。 

c: a の基礎知識を確実なものにでき

たかどうかを毎回小テストを行い

確認する。 

d: a の基礎知識を確実なものにでき

たかどうかを毎回小テストを行い

確認する。 

e: a の基礎知識を確実なものにでき

たかどうかを毎回小テストを行い

確認する。 

授業態度 

発問評価 

指名音読 

問題集提出 

小テスト 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古

文 

 

枕草子 

 「春はあけぼの」 

 「ありがたきもの」 

  

○ 

 

 

 

 

 

 

  ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

a:「あのがたきもの」から平安時代の

風習、意識を理解し、現代と当時

の違い・共通点を理解する。 

d:人間・社会等に対する作者の思想や

感情を読み取る。 

e:内容を構成や展開に即して古文の

意味を正確に捉える力を養う。 



漢

文 

 

故事成語 

 「鶏口牛後」 

 「塞翁が馬」 

○   ○ ○ a:故事成語の意味に興味を持ち、由来

に関心を持っている。 

d:訓読のきまり・語句の意味を正確に

理解している。 

e:当時の歴史を学び、故事成語が成立

した背景を理解する。 

２
学
期 

パ

ス

ポ

｜

ト

国 

語

必

携 

  

表

現

編 

 

履歴書の書き方・ 

作文の書き方・ 

文章の整え方・ 

敬語の使い方・ 

手紙文の書き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  ○  ○ a:履歴書・作文・手紙文の書き方の基

礎的なルールを学び、自ら課題に従

って書く力を身に付けようとして

いる。 

c:自分の履歴・感想・意見などが伝わ

りやすい文章を書くために他者の

例を参考にして、自分の例に当ては

めて書けるように考えている。目的

や意図に応じた適切な文体や表現

を選択し、場に応じた敬語を駆使

し、自分の意見を文章にまとめられ

る。 

e: a の基礎知識を確実なものにでき

たかどうかを課題提出を行い確認

する。 

授業態度 

発問評価 

指名音読 

問題集提出 

小テスト 

定期考査 

古

文 

竹取物語 ○   ○ ○ a:「かぐや姫」としてよく知られた古

文に親しみ、登場人物の心情につい

て考えようとしている。 

d:本文の内容を理解し、物語の展開を

つかんでいる。登場人物の行動と心

情を読み取っている。  

e:「竹取物語」の文学的意義・歴史に

ついて理解を深めている。 



漢

文 

 

論語 ○   ○ ○ a:論語の思想に興味を持ち、孔子の教

えに関心を持っている。 

d:訓読のきまり・語句の意味を正確に

理解している。 

e:孔子の教えが現代の世の中にも通

用するところがあることを理解し、

孔子が弟子たちに伝えようとした

真意を理解している。 

 

３
学
期 

古

文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥の細道 

 

○   ○ ○ a:「奥の細道」の冒頭文から松尾芭蕉

の旅の動機・心情を理解している。 

d:内容を構成や展開に即して古文の

意味を正確に捉える力を養う。 

e:俳諧文に込められている修辞技巧

を学び、人間・社会等に対する作者

の思想や感情を読み取る。 

授業態度 

発問評価 

指名音読 

小テスト 

定期考査 

 


